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1水　大須支部役員会
　　　　ローズコートホテル　１０：３０
2木　老松支部役員会
　　　　事務局会議室　１０：３０
3金　橘支部役員会
　　　　名月　１０：３０
　　　「やさしい法人税セミナー」
　　　昭和ビル９Fホール　１３：３０
7火　平和支部役員会
　　　　かに本家金山店　１１：３０
8水　「やさしい法人税セミナー」
　　　昭和ビル９Fホール　１３：３０
　　　第３回・事業委員会
　　　　事務局会議室　１０：３０
9木　栄東支部視察研修会「秋の高山祭り」
　　　名古屋中税務連絡協議会
　　　広報誌「税務なか１２２号」区割り作業
　　　　名古屋中税務署会議室　１３：３０
⓾金　御園支部事業
　　　「第１０回・元気の出る会社訪問」
　　　�〜はちみつが長者町を元気にする〜
　　　レストランツキダテ　１7：００
�月　体育の日　特別イベント
　　　第６回・「名古屋ニコニコランド２０１４」
　　　�スポーツの秋〜ココロもカラ

ダも元気な名古屋〜
　　　久屋広場・光の広場　１０：００
�水　青年部会・第５回正副会長会議
　　　事務局会議室　１８：３０
　　　女性部会・秋の教養講座
　　　〜蒔絵体験〜
　　　寿司会館　喜多八　１１：００
�木　第３１回・法人会全国大会栃木大会
　　　栃木県総合文化センター　１４：００
　　　�「初心者のための源泉所得税研修会」
　　　中区役所ホール　１３：３０
�土〜�日 第６０回・なごや祭り
�日　錦三丁目支部・社会貢献事業
　　　�≪プラネタリウム＆名古屋市

科学館に児童を招待≫
�火　調査部所管法人税務研修会
　　　講師　名古屋国税局
　　　調査部部長　谷口�勝司�氏
　　　演題「税制改正と税務行政」
　　　研修会
　　　調査部審理課長補佐　小山太郎　氏
　　　�テーマ「法人税・消費税のチェックポ

イント」
　　　名古屋中税務署法人課税第一部門
　　　統括国税調査官　辻川�雅章�氏
　　　テーマ「誤りやすい源泉所得税」
　　　　中日パレス５Ｆ　１４：３０
�水　広報委員会取材「局長インタビュー」
　　　名古屋国税局長　村中�健一�氏
　　　　名古屋国税局　１３：３０
�金　御園支部視察研修会
　　　「松本城見学＆城下町の散策」
�月　合同講演会（橘・正木・松原）
　　　講師：ジャーナリスト加藤 千洋 氏
　　　演題：「 中国の今〜今後の日中

関係は⁉〜」
　　　　ローズコートホテル　１８：００
�火　第８回・広報委員会
　　　　事務局会議室　１０：３０
�水　第６回・総務委員会　
　　　　事務局会議室　１０：３０
　　　平和支部視察研修会
　　　�「浜名湖と舘山寺で楽しみな

がら英気を養いましょう」
�木　青年部会・第５回役員会
　　　　名古屋クレストンホテル　１８：３０

5水　新設法人説明会
　　　名古屋中税務署会議室　１３：３０
8土　�税を考える週間『暮らしの中

の税金展』
　　　　NHK名古屋放送会館　１０：００
�木　錦三丁目支部・視察研修会
　　　〜あべのハルカス〜
　　　平成２６年度・納税表彰式
　　　　ＫＫＲ名古屋　１０：３０
�土　�第１７回・≪中法人会TAX杯

ミニサッカー大会≫
　　　愛知県体育館メインアリーナ
�木〜�金　第２８回全国青年の集い秋田大会
　　　　　　　秋田県民会館　１４：４5
�土　栄西支部視察研修会
　　　�「舞鶴若狭自動車道全線開通・

小浜観光」
�日 勤労感謝の日
�火　青年部会・第６回正副会長会議
　　　　事務局会議室　１８：３０
�水　女連協・情報交換会
　　　　ホテルキャッスルプラザ　１４：００
�木　女性部会「署長講演会」
　　　名古屋中税務署長　伊藤 時光 氏
　　　　ホテルオークラレストラン　１１：００
　　　女性部会・第１１回理事会
　　　　ホテルオークラレストラン　１３：３０
�金　決算期別研修会（１０〜１２月期）
　　　昭和ビル９Ｆホール　１３：３０

1月　愛知県法人会運営委員会
　　　　ホテルキャッスルプラザ　１４：３０
3水　新栄支部事業
　　　第６回・社会貢献事業文化公演会
　　　演目：「尾張四方山話」
　　　女流講談師：古池 麟林 さん
　　　　中日パレス　１８：００
　　　経営研究会・第４回幹事会
　　　四間道「MATSUURA」
4木　青年部会・第６回役員会
　　　　名古屋クレストンホテル　１８：３０
5金　大須支部視察研修会
　　　〜世界遺産・三保の松原〜
6土　名古屋チャリティーマラソン
　　　「ぼらチャリRUN２０１４」
　　　　庄内緑地公園　９：００
8月　県連・税制講演会
　　　講師：一橋大学大学院経済学研究科
　　　　　　教授　佐藤�主光�氏
　　　演題：�「アベノミクスと税制改革：法

人課税を中心に」
�月 冬至
�火 天皇誕生日

6火　第７回・総務委員会
　　　　芳蘭亭　１６：００
8木　女性部会・第１２回理事会
　　　　芳蘭亭　１０：３０

�月　名古屋中税務連絡協議会
　　　広報誌「税務なか１２３号」区割り作業
　　　　名古屋中税務署会議室　１３：００
�水　新春賀詞交歓会
　　　　名古屋東急ホテル　１６：００
�金　県連・専務理事会議
　　　　大同生命ビル会議室　１４：００
�火　県連・第６回理事会
　　　賀詞交歓会
　　　　名鉄ニューグランドホテル　１６：００

4水　市内９法人会合同講演会
　　　講師：気象予報士　石原良純氏
　　　演題：「 どうなってるの？近

年の異常気象！」
　　　〜集中豪雨・竜巻・大雪〜
　　　　日本特殊陶業市民会館　１３：３０
�水 建国記念日
�木　第９回・広報委員会
　　　　事務局会議室　１０：３０
�金　決算期別研修会（１.２月期）
　　　昭和ビル９Fホール
　　　県連・事業委員会
　　　　大同生命ビル会議室　１２：００
�火　県連・厚生委員会
　　　　大同生命ビル会議室　１２：００
　　　経営研究会・第３回研修会
　　　　名古屋クレストンホテル　１８：００
�水　青年部会・署長講演会
�金　 第３２回調査部所管法人会員経営者講演

会
　　　講師　名古屋国税局長　村中�健一�氏
　　　　ウェスティンナゴヤキャッスル
�火　青年部会・第７回正副会長会議
　　　　事務局会議室　１８：３０
　　　県連・税制委員会
　　　　大同生命ビル会議室　１２：００
�水　県連・組織委員会
　　　　大同生命ビル会議室　１２：００
　　　全法連・総務委員会
　　　　全法連会館
�木　第６回・常任理事会
　　　　昭和ビル９F会議室　１４：３０
�金　県連・総務委員会
　　　　大同生命ビル会議室　１２：００

4水　県連・広報委員会
　　　　大同生命ビル会議室　１２：００
5木　青年部会・第７回役員会
　　　　名古屋クレストンホテル　１８：００
　　　第５回・厚生委員会
　　　　事務局会議室　１０：３０
6金　第６９回・東海法連岐阜大会
　　　法人会運営研究発表会
　　　　岐阜グランドホテル　１３：３０
9月　第３回・税制委員会
　　　　事務局会議室　１０：３０
⓾火　専務理事会議
　　　　大同生命ビル２F　１４：００
�木　女性部会・第１３回理事会
　　　　事務局会議室　１０：３０
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広げよう! 信頼と友情のネットワーク
運営研究発表

通常総会に先立ち、愛知県法人会連
合会（昨年12月３日）・東海法人会連
合大会（今年３月４日 静岡市）で発
表した「運営研究セミナー」の成果が
披露された。

25分間にまとめた映像と解説は、名
古屋市中区にある名古屋城と本丸御殿、
県庁・市役所・地方裁判所・国税局な
どの主要官庁、さらに金融機関・報道
及び大手企業のオフィス街と百貨店・
ショッピング街、日本最初の電波塔の
テレビ塔と賑やかな大須観音と大須商
店街が映し出された。碁盤割りの城下
町には、神社仏閣の数が日本一とあっ
て、古くから仏壇仏具・家具・薬品・
繊維に関連した商店街があり、大型ス
クリーンには、夜の飲食街「住吉町・
錦三（錦三丁目）・女子大小路」のネ
オンも登場するなど大都会「中区」の

生の姿が映し出された。
中区は昼間の人口と夜間人口の隔た

りが大きく、法人所在地と住まいが異
なる法人会の役員と会員が多い。歓楽
街に立ち寄ってから帰宅する日々と、
栄ミナミ音楽祭・広小路夏祭り・にっ
ぽんど真ん中祭りを楽しむ姿もユーモ
アを交えて披露された。

続いて、《地域とともに歩む法人会  
〜次世代につなぐ幹を育てよう〜》の
テーマ設定に至る経緯と、それに基づ
いた様々な事業活動が報告された。

学童たちのミニサッカー・ジャズダ
ンスの大会、区民の健康増進を図るニ
コニコランドの開催、保育園・幼稚園
へのクラウン派遣などによって、未来
を託す次世代に健康と笑顔の素晴らし
さを提供、魅力的な地域作り・健全な
企業経営を継続させることの重要性を
呼びかけた。

平成２6年５月２7日㈫　１４：００〜１４：２5　名古屋東急ホテル

戦前戦後の中区

第
３
回
通
常
総
会

東海法人会連合大会
（平成２6年３月４日ホテルセンチュリー静岡）
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岡谷篤一会長はあいさつの中で、新たな会員の信頼と友
情のネットワークの再構築に向けて、「会員全員が一人一
社、支部役員と推進員のセット会員を柱に加入勧奨を行っ
てきましたが、減少に歯止めが掛かっていません。

より魅力的な事業を進め、粘り強く地道な活動を行って
まいります。地域社会への貢献と健全な企業経営を目指す

ためには組織力の強化が不可欠です」と呼びかけた。
総会では、平成25年度の収支決算報告が承認され、平成

26年度の事業計画並びに収支予算の報告の後、会長表彰に
続いて当会の「e-Taxの利用拡大に向けた活動」に対し、
名古屋国税局長（代理　課税第二部次長伊藤時光様）より
感謝状を受賞した。

第３回通常総会　名古屋東急ホテル３F ヴェルサイユの間　１４：３０〜１5：２０

会長あいさつ　岡谷 篤一氏

開会あいさつ　武藤 俊明氏

司会　服部 浩明氏

乾杯の音頭　　　　　
名古屋中税務署副署長
岡本 吉己氏　　　  　

開会の言葉　荒川 愼太郎氏 祝辞　名古屋中税務署長
出口 裕章氏

テーブルパフォーマンス・コメディサーカス

名古屋東急ホテル３F�ヴェルサイユの間　１7：5０～１９：２０情報交換会
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（敬称略・順不同）

法　　人　　名 受賞者名

加
入
勧
奨
功
労

㈱保険相談センター （４社） 村 上 　 実
㈱保険相談センター （３社） 岡 地 秀 和
㈱エントリー  （３社） 大塚真次郎

（以上３名）

大同生命保険㈱名古屋支社
　第一営業課  （３社）

AIU損害保険㈱  （３社）

アメリカンファミリー生命保険会社
　愛知総合支社  （３社） （以上３社）

（敬称略・順不同）

法　　人　　名 受賞者名

支
部
活
動

㈱フクモト 福 本 豊 彦
共生印刷㈱ 遠 山 英 浩
㈱松屋コーヒー本店 松 下 和 義
㈱神谷ガーメント 神 谷 裕 之
㈱名古屋花き 金 子 紀 子

（以上５名）

青
年
部
会

㈱cokore 平 木 聖 三
㈱フェイスフル 須 田 　 潤
三井住友海上 　
あいおい生命保険㈱ 山 本 　 東

（以上３名）

女
性
部
会

㈾魚長商店 仁 瓶 芳 子
坂井木材㈱ 坂 井 浩 美
㈲オース 水 谷 葉 子

（以上３名）

経
営
研
究
会

㈱松屋コーヒー本店 松 下 和 暁
㈱円和 髙 阪 一 壽
江口印刷㈱ 江 口 豊 隆
きずな保険サービス㈱ 橋 本 祐 次

（以上４名）

会長表彰

加入勧奨功労感謝状 支部・部会活動功労感謝状

功労者代表
村上 実氏

功労者代表
松下 和義氏

平成２5年度 

第３回通常総会において、当法人会の運営・活動に貢献のあった皆様へ、岡谷篤一会長より感謝状及び表彰状が贈呈された。

名古屋国税局長感謝状
会長　岡谷 篤一氏

名古屋国税局長代理　課税第二部次長
伊藤�時光氏

（現�名古屋中税務署長）
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（敬称略・順不同）

支部 法　人　名

名城
（５社）

㈱中日制作センター
㈱カーク
（一社）名古屋銀行協会
㈱敏弘社
㈱ダリヤ

錦三
（７社）�

㈱廣潤社
平野興産㈱
ミヤキ㈱
相互ビルディング㈱
㈱石原ビルディング
名古屋ビジネスサービス㈱
興和㈱

御園
（４社）

名古屋ニットファッション卸商業組合
㈱フクモト
愛銀コンピュータサービス㈱
丹羽幸㈱

（敬称略・順不同）

支部 法　人　名

栄西
（３社）

岡谷サービス㈱
㈱メディアロード
グリーンビル管理㈱

栄東
（２社）

愛銀ビジネスサービス㈱
㈱セントラルジャパン

新栄
（３社）

㈱東海労金サービス
日東物産㈱
T＆T都市開発㈲

老松
（２社）

北嶋工業㈱
フルエング㈱

千早
（１社）㈱坂商会

（敬称略・順不同）

支部 法　人　名
大須

（１社）理研産業㈱

橘
（４社）

㈲いわの
名港木材㈱
㈲木村メンテナンス
㈱名港

平和
（５社）

トキワランバテック㈱
㈱加藤与吉商店
㈱ナデック
矢島技研㈱
㈱愛知コンサルタント

正木
（３社）

㈱高木製作所
キーパー販売㈱
㈱高木運輸

松原
（１社）ビューテック東海㈱

事業協力法人感謝状

協力法人代表
表 裕明氏

名古屋東急ホテル３F ヴェルサイユの間　１5：２０〜１5：３5
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日
時
／
平
成
２６
年
５
月
２7
日
㈫　

午
後
４
時
〜
５
時
３０
分　

会
場
／
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
３
Ｆ�

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
間

第
３
回
通
常
総
会　
記
念
講
演
会

ど
う
な
る
日
本

わ
が
国
が
進
も
う
と
し
て
い
る
道
の
是
非
を
検
証
す
る

東京新聞・中日新聞論説副主幹
ジャーナリスト・作家

長谷川 幸洋氏
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衰退する米国と日本の選択
記念講演は、“どうなる日本　～わが国が進もうとして

いる道の是非を検証する”と題して、東京新聞・中日新聞
論説副主幹・ジャーナリスト・作家の長谷川幸洋氏が、日
本のテレビと新聞各社が報道できない内政・外交の実態と
背景に潜む危険性について、３０数年に及ぶジャーナリスト
として得た情報で、切れ味鋭く解説した。
講演はオフレコで広報誌に掲載できない内容であったが、

出来る限り会場の雰囲気を添えて紹介することにした。
想像以上にマスコミが政府の言いなりなっている実態を

新聞社の実名を上げて非難した。
迫り来る危機的状況にあっても、日本のマスコミは真実

を取り上げず、政府が与える情報をそのまま伝え、誰言う
となく政府の番記者を「ポチ」と呼ぶそうだ。
米国発のニュースは、世界中に衝撃を与えた。
NSA職員エドワード・バイデン氏の、米国による日本

を含む外国政府の盗聴暴露事件である。これによって、日
本に対する米国の姿勢を知ることができた。米国政府と歴
代の大統領は、５eyes�only（米国・英国・カナダ・豪
州・ニュージーランド）つまり、青い眼の人間だけを信用
する。
もしかすると、尖閣諸島の魚釣島に中国が進攻してきて

も、米国政府は非難するだけで終わる可能性が高い。どう
やら米国は中国をパートナーとして認め、対決姿勢を取る
ことはないと見るのが正しい。
２０１３年のシリア危機に、拳をあげた手を翌日降ろしたオ

バマ大統領の弱腰から米国の衰退が始まった。
一方、第二次安倍政権の特定秘密法・集団的自衛権と安

全保障、原発とエネルギー問題、そして憲法改正の行方。
さらに、入り口すら見えない中国外交と習近平体制の実態。
　きな臭い世相に対して、日本の選択はどうあるべきか？
講師は、憲法改正・核武装・安全保障条約の破棄・スイ

スの永世中立国への道。いずれも現実的ではないと指摘し
ていた。
政府の目的は「平和と安定」である。激変する国際情勢

に対して現状維持では日本は世界から孤立する。
講師は、日本が進むべき道のポイントを以下のように示

した。

景気上向きで、会員数増加に期待!
講師によれば全国的に商工会の会員数は増加傾向を見せ、

景気の上向きを裏付けているようだが、法人会の会員は減
少に歯止めが掛からない。ロータリークラブ・ライオンズ
クラブの会員数はどうだろうか？　納税道義の高揚と地域
貢献を目指す法人会と奉仕団体としての理念は互いに共通
するものがある。原点に立って、健全な経営者が集まる団
体としての加入勧奨の進め方を再考すべき時代かもしれな
い。
異業種との情報交換。社会に貢献する友人と信頼の絆。

これからの法人会は、経営者保障制度・税制研修会・経営
セミナーなどのメリットを周知させ、同時に「経営と人生
を豊かにするための存在」ということを目標にしたい。

《米国衰退の分岐点と現状》
①　フィリピン・クラーク空軍基地からの撤退
②　１.３兆ドルの米国国債・３.３兆ドルの外貨準備高を保有する中国
③　ロシアのクリミア進攻に手を下せない
④　南シナ海覇権・防空識別圏設定に制裁を加えることができない
⑤　常任理事国中ロの拒否権行使に無力な国連の力
⑥　米中経済力の逆転で、もはや米中戦争は起こらない

《去り行く米国をつなぎ止める日本の選択》
①　経済力は軍事力より勝る
②　「アジア太平洋全域安全保障」の確立
　 　日本、豪州、ニュージランド、カナダ、インド、フィリピン、
マレーシア、米国
③　TPPの安全保障の意味と力を忘れてはいけない
④ 　TPPによって、自由貿易の経済圏を誕生させ中国を牽制し
封じ込める
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景気討論会

中部の魅力を育てよう
日時／平成２６年７月２９日㈫　１３：３０～１5：３０　会場／ヒルトン名古屋　司会／日本経済新聞社東京本社編集局次長兼経済部長　吉田 透氏

「円高にもかかわらず輸出は増えていないが、日本の企
業は販売価格を下げて輸出量を増やすのではなく、価格を
下げずに付加価値を高めて収益を増やす選択をした。製造
業が好転しているのは、おかしい話ではない」。日本経済
研究センター研究顧問の小峰隆夫氏の言葉に、あらためて
日本の製造業の底力を感じた。
約６００名が来場した夏の景気討論会は、４月の消費税増

税後の景気動向と今後の成長戦略に対して、名古屋商工会
議所会頭（名古屋中法人会会長）の岡谷篤一氏ら４人のパ
ネリストが活発な討論を行った。
景気は一時的に落ち込んだが、ベースアップなどの雇用

の改善が下支えになって、家電・衣料の個人消費は緩やか
に回復しつつあり、夏以降は上向くとの認識で一致したが、
その後の動向に対しては慎重な見方も多かった。

東京一極集中に歯止め 人手不足解消とGPIFの運用

岡谷 篤一氏 小笠原 剛氏

円高による材料高をどのように乗り切るかが課題である。
そして、有効求人倍率の高い愛知県では、サービス業と

建設業界の人手不足が他地域の経済圏より大きい。
名商が開催した６月の合同企業説明会では（求職の）参

加者が２年前の半分となっていて、解決には女性の活用や
外国人の雇用の推進が必要だ。同時に、人材などの東京へ
の一極集中を止めさせ、名古屋市など中部地方を就職しや
すく住みやすい魅力ある地域に育てていく必要がある。具
体的には町の中心に病院やスーパーなどを整備するコンパ
クトシティ化を進めるほか、大学などの教育体制の充実と
文化芸術を育むことで、中部地方で進学・就職して、人材
がこの地にとどまる流れができる。

円高修正で景況感は改善し、中小企業の設備投資が活発
になっている。一方、建設・運送の人手不足はかなり深刻
で、短時間働いても昇進が保証される仕組みを作り、女性
の活用を促進する必要がある。
今後の課題は、世界最大の金積立金管理運用独立法人

（GPIF）の法改正が重要なポイントとなる。株式投資を
企業の収益性を見る自己資本利益率（ROE）を重視する
運用となれば、企業もROEをどうするかという話につな
がる。
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社長の“やる気”サポート

主催／
日本経済新聞社・（公社）日本経済研究センター
後援／
公益社団法人名古屋中法人会�他

弱含みな新興国 景気動向の指標を見誤るな

岩下 真理さん 小峰 隆夫氏

政府は特定の既得権益者と族議員・官僚機構の「鉄のト
ライアングル」を打破するアベノミクス第３の矢「岩盤規
制」の改革に踏み出したが、問題はエネルギー戦略に踏み
込んでいないことだ。
世界経済は、ウクライナやイラク情勢を含め、新興国経

済がこんなに大変になるとは予想できなかった。国際通貨
基金（IMF）の経済見通しは新興国５カ国（BRICS）の
下方修正が目立ち、新興国の持ち直しは来年以降にずれ込
み、たとえ円安に転じてもアジア経済が弱いことから、日
本の輸出は伸びない構図が続く。
米国の利上げは、米株高・米債権高が続いて好調に推移

しているが、米連邦準備理事会（FRB）のイエレン女史
は慎重な議長で、労働の質や物価の戻りなどの状況が揃わ
ないと動かない印象だ。

景気は４～６月の駆け込み需要の反動で落ち込み、さら
にその反動で７～９月期は高い成長率になるのは必然だ。
ここで指標の見方を誤ってはいけない。安倍晋三首相は７
～９月期のGDPを見て（消費税率を１０％に引き上げる
か）判断するが、本当は１０～１２月期が増税を見る上で重要
なポイントになる。
人手不足については、多くの人が急になったと感じてい

るが、日本の生産年齢人口が減ってきていた。今までは景
気の低迷で労働需要があまりなかったので目立たなかった
が、需要が出てきてたちまち天井にぶつかった。非正規社
員やアルバイトに頼ったビジネスモデルは限界を迎えるだ
ろう。成長戦略で決定的な重要なのは雇用の供給量を高め
ることだ。

パネリスト／
（敬称略）

名古屋商工会議所会頭　岡谷鋼機代表取締役 岡谷 篤一氏
三菱東京UFJ銀行副頭取 小笠原 剛氏
SMBCフレンド証券チーフマーケットエコノミスト 岩下 真理氏
日本経済研究センター研究顧問 小峰 隆夫氏
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事 業 主 の 皆 様 へ

愛知県個人住民税特別徴収推進協議会からのお知らせ

個人住民税は特別徴収で納めましょう
○　個人住民税の特別徴収とは、給与支払者が、所得税の源泉徴収と同様に、住

民税の納税義務者である給与所得者に代わって、毎月従業員に支払う給与から
住民税（県民税＋市町村民税）を徴収し、納入していただく制度です。

○　地方税法第321条の４及び各市町村の条例の規定により、給与を支払う事業
主は、原則として、すべて特別徴収義務者として個人住民税を特別徴収してい
ただくことになっています。

愛知県と県内全市町村は、対象となる全ての事業主に
対して個人住民税の特別徴収（給与天引き）を行って
いただくための取組を進めています

※この案内が、既に特別徴収を行っている事業主の方に送付された場合はご容赦ください。

特別徴収のしくみ

納税義務者
（給与所得者）
納税義務者
（給与所得者）

特別徴収義務者
（給与支払者）
特別徴収義務者
（給与支払者） 市町村市町村

※毎年５月に特別徴収義務者あてに、特別徴収税額の通知をお送りしますので、
その税額を毎月の給与から徴収し、翌月の10日までに各従業員の住所地の市町
村へ納入していただきます。
納期の特例

従業員が常時10人未満の事業所は、申請により年12回の納期を年２回とすること
もできます。
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社長の“やる気”サポート

個人住民税の特別徴収について
Q & A

Q 1 　今まで特別徴収をしていなかったのに、なぜ、特別徴収にしないといけないの
ですか？

A 1
　地方税法第３２１条の４及び各市町村の条例の規定により、所得税の源泉徴収義
務がある事業者は、個人住民税の特別徴収義務者として包括的に指定され、住民
税を特別徴収することが義務づけられています。

Q 2 　特別徴収にすると、事務量が増えそうですが、大丈夫ですか？

A 2

　住民税の特別徴収は、所得税のように、税額を計算したり年末調整をする必要
はありません。税額の計算は給与支払報告書に基づいて市町村で行い、従業員ご
との住民税額を各市町村から通知しますので、事業主の方は、その税額を毎月の
給与から徴収し、翌月の１０日までに、金融機関を通じて各市町村に納めていただ
くだけです。
　なお、従業員が常時１０人未満の事業所には、申請により年１２回の納期を年２回
とする制度もあります。

Q 3 　特別徴収にするメリットはあるのですか？

A 3
　特別徴収をすると、従業員の方がわざわざ金融機関へ納税に出向く手間を省く
ことができます。さらに、普通徴収の納期が原則として年４回であるのに対し、
特別徴収は年１２回なので従業員（納税義務者）の１回あたりの負担が少なくてす
みます。

Q 4 　普通徴収から特別徴収に切り替えるには、どうすればいいのですか？

A 4 　普通徴収から特別徴収への切り替えの手続等具体的なお問い合わせは、各従業
員の方の住所地の市区町村（住民税担当）に直接お問い合わせください。

この案内に
関するお問い
合 わ せ 先

愛知県総務部税務課　　徴収グループ　　052−954−6050

愛知県総務部市町村課　税政グループ　　052−954−6068

愛知県内各市町村

「愛知県個人住民税特別徴収推進協議会」は、愛知県と県内全市町村が参加して個人住民税の特別
徴収推進を図る目的で、平成２４年７月に設立されました。
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青年部会　第一回税務研修会

知って得する税務情報「対談 平成26年度税制改正」
日時／平成２６年６月５日㈭　１４：３０～　会場／芸術文化センター　コーディネーター／フリーアナウンサー 佐藤 倫子さん

開会あいさつ
青年部会長　岩野 司氏

来賓あいさつ　名古屋中税務署
副署長　岡本 吉己氏

コーディネーター　佐藤 倫子さん パネリスト　伊藤 久氏（左）、園田 健一氏（右）
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社長の“やる気”サポート

「伊藤さん、園田さんは、税法のプロですね」
アナウンサーの佐藤倫子さんが、業務内容を平易で優し

い言い方で問いかけると、パネラーの人柄まで浮き彫りに
なる。
「正直に言えば、税法のプロではありません。税務署の

業務は、佐藤さんが想像される以上に複雑で多彩です。先
輩たちや前任者にアドバイスを受けながら務めているのが
実情です。
平成２６年度税制改正をテーマに、パネラーとして参加さ

せていただきましたので、本日は皆さんと一緒に勉強する
つもりです。間違った解説をしないように努めます。
先程、副署長の岡本が、雨模様で足元も説明も滑らない

ようにと言っていましたが、奇麗なコーディネーターさん
と若い皆様ですので、話してはいけないことも喋りそうで
心配しています」。
統括官の伊藤久氏は、法人会との結び付きが強い。三重

県四日市市出身で千種区在住。
「職場の経験は２7年目になります。法人関係の調査・運

営の仕事をしてきましたので、どちらかと言えば税法につ
いては苦手な部分もありますが、本日は出来る限り分かり
やすく説明させていただきます」。
審理専門官の園田健一氏は、調査部門で体験したエピ

ソードを披露した。映画「マルサの女」と同じような体験
があるそうだ。
「内定調査で警察官に職務質問されたり、現ナマで

３億６千万円を手にしたり。差し押さえでは、一生乗るこ
とができない高級乗用車のベンツを封印したことなど、他
の仕事では、決して体験できないことをさせていただきま
した」。
第一回の税務研修会では、テキスト「平成２６年度税制改

正のポイント」「一目で分かる場面別　交際費課税の課否
判定」とスクリーンの映像を参考に、対談形式で進められ
た。参加者は「課否判定」という独特な税法用語に戸惑い
ながら、コーディネーターと青年部会パネラーの何度も質
問する姿をたよりに理解していたようだ。「課非判定・可
否判定」の二つの言葉がスクリーンに映し出され、言葉の
意味と交際費損金不算入制度の税制改正の説明が始まった。

第１部　平成26年度税制改正のあらまし
第２部  交際費課税の見直し・課否判定

パネリスト／
（敬称略）

名古屋中税務署�法人課税第一部門統括国税調査官 伊藤 久氏　
名古屋中税務署�審理専門官法人課税事務担当 園田 健一氏
名古屋中法人会青年部会�税務委員会委員長 田中 義明氏
名古屋中法人会青年部会�税務委員会副委員長 早野 誠氏　

パネリスト　田中 義明氏（左）、早野 誠氏（右）
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合同税務研修会

平成26年度税制改正の実務ポイント
日時／平成２６年６月１０日㈫・１１日㈬・１２日㈭　１３：３０～１６：３０　会場／昭和ビル９Fホール　講師／税理士法人名南経営　理事長　吉田 勤氏、税理士　青木 慶太郎氏、鈴木 里果さん

第20回やさしい法人税セミナー
日時／平成２６年９月３日㈬・９日㈫・１7日㈬・２９日㈪・１０月３日・㈮・８日㈬　１３：３０～１６：１5　全日程�６回１5時間　会場／昭和ビル９Fホール　講師／税理士・元熱田税務署長　赤堀 聰氏

主な研修内容

《法人課税》
生産性向上設備投資促進税制の拡充
所得拡大促進税制の拡充
復興特別法人税の１年前倒し廃止
交通費課税の見直し
中小企業投資促進税制の拡充
研究開発税制の拡充

《個人課税》
給与所得控除の上限引き下げ
ゴルフ会員権などの損益通算の廃止
NISA（少額投資非課税制度）の特例の見
直し
医療継続のための相続税・贈与税の納税猶予
相続税の取得費加算の特例見直し

主な研修内容

法人税の基礎事項
収益の税務
資産の税務
費用の税務
損失の税務
完全支配関係法人の取引及び圧縮記帳
海外取引の税務
公益法人の税務
税務用語の解説
最近の主な税制改正
法人税の税務調査

テキスト

テキスト

吉田 勤氏

赤堀 聰氏

青木 慶太郎氏 鈴木 里果さん

14　NAKA  平成２6年秋号



社長の“やる気”サポート
女性部会　新緑税務研修会

税務署の過去・現在・未来　伊藤久とは、どういう人間か？
日時／平成２６年６月１９日㈭　１１：００～１２：００　会場／名古屋クレストンホテル　講師／名古屋中税務署法人課税第一部門統括国税調査官　伊藤 久氏

お話は苦手といいながら、税務署の変遷をわかりや
すく、ご自分の生い立ちもからめてのスタートでした。
スポーツ少年だった事や、税務署内でのエピソード、
「全力投球すれば結果はついてくる」など、ご自身の
生活も交えてのお話はユーモラスで、「熱血漢だ
なー」と、伊藤様の人柄がよくわかりました。
最後に「税務人生、最高に良かった」との言葉が印
象的でした。
  report／広報委員　橋本�早苗名古屋クレストンホテル

司会
研修委員　坂井 浩美さん

講師　伊藤 久氏

５支部合同文化講演会

一歩を踏み出す勇気
日時／平成２６年７月１5日㈫　１９：００～２０：３０　会場／ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋　主催／正木・平和・松原・大須・橘　５支部

実業家　堀江 貴文氏

ANAクラウンプラザホテル
グランコート名古屋

参加者全員に配布した堀江 貴文氏の著書

「ゼロ」
ダイヤモンド社発刊�２０１３年

〜 なにもない自分に小さな 
イチを足していく 講師　堀江 貴文氏

第一歩は、所有から使用へ。
“ホリエモン”はバブル崩壊後の閉塞した世の中を切り開

くジャンヌ・ダルクであった。
“人の心は、金で買える”そう豪語していた堀江貴文氏は

「結局のところ僕は『お節介です』たまに度が過ぎると怒
られます」と自嘲気味に話す。
情報が経済に与えた影響を、通信社ロイターの創成期に

伝書バトを通信手段に用いたことで例えた。手段は電信へ
と進化し、いち早くその情勢を取り入れたロイターは、世
界的なメディアへと向かい、同時にイギリスを巨大な覇権
国家に押し上げた。スマートフォンは、今やパソコンの必
要性すら無意味にさせ、世界中から最新の情報をどこにい
ても即座に入手できる魔法の道具へと進化した。
当時よりスリムになった体型に驚かされたが、現在の講

師は東京にオフィスを構え、マイカーは所有せずカーシェ
アを利用し、自宅は無くホテル住まいの日々が続く。高級
車や持ち家をステイタスと考えるのは、もはや時代遅れで、
全く意味が無い。
言い換えれば、「これまで所有することに価値があった

時代から、使うことに本当の意味と価値がある」と説いた。
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青年部会　第34回通常総会

和を以て 貴しと為す
日時／平成２６年４月１5日㈫　１８：００～１９：３０　会場／名古屋クレストンホテル

１４１名に増加した青年部会の総会は、�会員一人一人が
「個の力」を発揮した事業活動の発表の場となった。
ハイライトは参加者６１名（会員４４名、一般１7名）を集め

た第三委員会の「Shall�We�Dance?」。社交ダンスを体
験することによって、相手とのバランスを重視し一方的で
自己満足に陥らない究極のコミュニケーション方法を学び、
企業経営や自己の人生の充実に結び付ける何かを掴むこと
ができた。
この事業は、今年度の最優秀事業として表彰されたが、

思い起こせば、第５年度（昭和６０年�１９８６）に第六委員会
が「Let's�Step�To-night」を開催している。３０年の月日
が経過し、団塊世代の青春の思い出でもある。

日航ジャンボ機御巣鷹山墜落で亡くなった坂本九の「上
を向いて歩こう」の懐かしいメロディーが蘇ってきた。
青年部会の３０周年記念誌には、第３代部会長の尾崎純一

氏が掲げたテーマ「友人を３人作ろう」を受け、金城学院
大学の学生と一緒にダンスを踊ろうと企画したが、賛否両
論で難航した後に、なんとか開催したという愉快なエピ
ソードも載っている。
「和を以て貴しと為す」。新部会長岩野司氏は、互いの

考えを尊重しつつ、自由闊達な議論をして道理を導き、和
衷協同で力を結集しようとテーマを掲げた。岩野丸の船出
を祝うと共に、部会事業と法人会の全体事業を推進する手
腕に期待したい。

開会あいさつ
部会長　平木 聖三氏

祝辞　名古屋中税務署長
出口 裕章氏

第３４回青年部会新役員

祝辞　親会副会長
髙橋 公比古氏

昭和6０年６月４日のダンス教室

握手する新旧部会長
（右）岩野 司新部会長
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社長の“やる気”サポート
女性部会　第31回通常総会

明るい未来　次世代を担う青少年たちにつなげよう�
日時／平成２６年４月２２日㈫　１４：３０～１5：００　会場／名古屋東急ホテル

秋の「フリーヒルズジャズオーケストラ」「暮らしの中
の税金展」は、女性部会が継続している社会貢献事業とし
て市民に親しまれてきた。
平成２３年度に愛知県法人会連合会は、名古屋中法人会を

運営研究セミナーの法人会として指定し、親会は「次世代
の幹を育てよう」をテーマに掲げた。昨年末には県連で、
３月には静岡で、東海地区の法人会を前に、本会・青年部
会・女性部会がそれぞれその成果を発表して、高い評価を
受けた。中でも、「平家物語と管弦楽のコラボレーショ
ン」「ジャズダンスと和太鼓・篠笛のコンサート」の事業
は、加藤正子部会長が日本文化の素晴らしさと弾けるよう
な子どもたちの姿を発表することができた。

通常総会では、引き続いてこの運動の大切さをテーマに
掲げ、部会員の力強い支援が呼びかけられた。
総会記念コンサートは、「美しき音のリング」と題して

地元の有望な若手音楽家たちを招いた。
ハープ奏者の木村直子さん、ヴァイオリン奏者の辻和余

さん、チェロ奏者の山田真吾氏による演奏と曲目の解説を
受け、それぞれの楽器の歴史についても、楽しく学ぶこと
ができた。演奏者の皆様は、その後の懇親会にも出席され、
音楽と日頃の活動の様子を紹介したり、女性部会の事業活
動についての質問があり、打ち解けた雰囲気の中に、新し
い仲間が増えたように感じさせた。

開会あいさつ　部会長
加藤 正子さん

祝辞　名古屋中税務署長
出口 裕章氏

祝辞　親会副会長
大河内 健二氏

名古屋東急ホテル 総会記念コンサート
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